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Top Message

株主の皆さまへ
	
株主の皆さまには、平素から格別のご配慮を賜り、厚くお礼申し上げます。
第60期中間連結会計期間の業績についてご報告申し上げます。

当中間連結会計期間におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の改善等もあり、緩やかな回復基調にありまし
た。一方、継続する物価上昇による国内の消費マインドの低下、アメリカ・中国等の通商政策や国内外の金融
政策の影響、中東地域を巡る不安定な情勢など、景気の下振れが懸念される要素も多く、今後の動向を十分注
視していく必要があります。
情報サービス産業においては、業務効率化や競争力強化を背景としたシステム刷新やクラウドへの対応、セキ
ュリティー強化などデジタル化に向けたIT投資が引き続き底堅く推移しました。
このような状況のなか、当社グループはIoTシステム関連開発やデータマネジメントサービスが好調なほか、オ
ートモーティブ分野やインダストリアル分野が堅調に推移しましたが、人的投資をはじめとする期初計画に織
り込み済みの経費増のほか、不採算案件の影響もあり、売上高248億54百万円、営業利益23億60百万円とな
りました。
配当につきましては、年間配当金は1株あたり85円を予定し、中間配当金は計画通り40円といたしました。

当社グループは、今年8月に創立60年を迎えました。
企業理念「Humanware By Systemware」を実践し、これまで続けてきた堅実な経
営を変えることなく、サステナブルな社会の実現にも貢献してまいります。
株主の皆さまにおかれましては、今後とも一層のご指導、ご鞭撻を賜りますようお願
い申し上げます。

2025年12月

ごあいさつ

代表取締役執行役員社長
多田 尚二
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Financial Highlights
連結業績ハイライト

■　売上高 248億54百万円

16億66百万円 １株配当金　40円

23億60百万円■　営業利益
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■	 �親会社株主に帰属する	
中間（当期）純利益

■	 �１株配当金と	
配当性向（期末）
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Business Segment Overview
連結セグメント別概況

エンタープライズソリューション

売 上 高 76億44百万円
営業利益 ８億49百万円

売 上 高 54億12百万円
営業利益 7億43百万円

売 上 高 71億77百万円
営業利益 1億37百万円

エンベデッドソリューション

サービスソリューション
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7,6447,644
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（予想）
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売上高（百万円）営業利益（百万円）

営業利益（百万円）

営業利益（百万円）

売 上 高 46億19百万円
営業利益 6億29百万円
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売上高（百万円） 営業利益（百万円）

売上高比

21.8％

売上高につきましては、オートモーティブ分野とインダストリアル分野が
好調を維持し増収となりました。利益につきましては、経費増の影響で減
益となったものの計画を上回る進捗となりました。
これらの結果、受注高は5,557百万円（前年同期比2.4%増）、売上高は
5,412百万円（同0.8%増）、営業利益は743百万円（同9.1%減）となりました。

売上高につきましては、IoTシステム構築関連やデータマネジメントサービ
スが好調に推移し増収となりました。利益につきましては、経費増に加え、
当期発生した不採算案件の影響により減益となりました。
これらの結果、受注高は7,386百万円（前年同期比7.4%増）、売上高は
7,177百万円（同5.4%増）、営業利益は137百万円（同42.7%減）となり
ました。

売上高比

30.7％
売上高比

28.9％

売上高につきましては、新規顧客開拓などにより増収となりました。利益
につきましては、経費増の影響はあったもののそれ以上の利益改善が図ら
れ増益となりました。
これらの結果、受注高は4,879百万円（前年同期比6.1%増）、売上高は
4,619百万円（同2.4%増）、営業利益は629百万円（同2.6%増）となりま
した。

売上高比

18.6％

売上高につきましては、小売業向けおよび公共分野向けの業務が堅調に推
移し増収となりました。利益につきましては、経費増の影響で減益となっ
たもののほぼ計画通りの進捗となりました。
これらの結果、受注高は7,723百万円（前年同期比2.5%減）、売上高は
7,644百万円（同1.6%増）、営業利益は849百万円（同21.6%減）となり
ました。
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Financial Statements
連結財務概況
■　中間連結貸借対照表の概要 ■　中間連結キャッシュ・フロー計算書の概要

第59期 第60期中間

流動資産
36,858

固定資産
10,291

流動・
固定負債
11,735

純資産

（単位：百万円）

前連結会計年度末
2025年３月31日現在

当中間連結会計期間末
2025年９月30日現在

流動資産
36,040

固定資産
11,277

流動・
固定負債
10,915

純資産
36,40235,414

期首残高
10,812

中間期末残高
18,679

第59期中間 第60期中間

（単位：百万円）

営業CF
893

財務CF
△818

投資CF
7,776

前中間連結会計期間
2024年４月１日から
2024年９月30日まで

当中間連結会計期間
2025年４月１日から
2025年９月30日まで

期首残高
19,666

営業CF
820

中間期末残高
18,464

財務CF
△674

投資CF
△1,337

Sustainability

当社が提供する幅広いITサービスやソリューションは、お客様の業務の

効率化、省力化や生産性向上を通じ環境負荷の低減に貢献しています。

例えば、「NSW-OCR」は手書き書類や帳票の文字を識別し自動でデー

タ化するサービスで、多言語への対応や高精度な読み取り機能と自動処

理を組み合わせることにより、効率化とペーパーレス化を図ることがで

きます。「汎用ロボットシステム開発フレームワーク（GEBOTSフレー

ムワーク）」は、自動車業界で培った開発技術を活用したロボットや車

両の自律走行や監視の自動化で、省力・省人化、無人化を実現します。

今後も、NSWは企業理念「Humanware By Systemware」を実践し、

持続可能な社会の実現と企業価値の向上に努めてまいります。

サステナビリティへの取り組み
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Topics
トピックス

テレビCM製作・放映開始

意思決定プラットフォーム
「�Factory Decision Making Platform」の提供を開始

8月3日に創立60年を迎え、次なるステージに向けた新たな挑戦の一環と
して、ブランド力強化と認知度向上を狙いにテレビCMを製作しました。
CMの出演は、俳優の杉咲花さんです。杉咲さんのひたむきにお芝居に向
き合う誠実な姿勢が、堅実経営をモットーとする当社のイメージにぴった
りだと感じオファーしました。
舞台は、当社の本拠地である渋谷、その象徴であるスクランブル交差点で
す。渋谷は、当社のこれまでとこれからを見守り続ける街で、再開発によ
り刻々と変わっていく様は、次々と新しい技術が生まれるIT業界の姿に通
じるものがあり、街の発展とあわせ当社の飛躍への願いも込めました。
バックミュージックのBilly Joelの「New York State of Mind」は、情
感あるメロディーと歌声で、渋谷の持つクールな雰囲気や未来へのポテン
シャルを表現しています。
株主の皆様には、ITの新しい可能性や成長への期待を感じていただければ幸いです。

当社は、SAS Institute JAPAN（以下、SAS）
の 技 術 を 活 用 し、 製 造 業 向 け の 意 思 決 定
プラットフォーム「Factory Decision Making 
Platform」の提供を開始しました。
製造現場のOTデータと企業内のITデータを
統合し、AIによるインサイトを通じて、製造現
場で発生する膨大なデータを整理・統合するこ
とで、現場から経営層までをシームレスに繋ぎ、
タイムリーな判断と行動を可能にするソリュー
ションです。
当社・SAS社それぞれの強みである「分析基盤」、

「工程データの統合・活用力」、「業務定着に向けた支援力」を結集することにより、本サービスの構築が実現しました。
今後はエンタープライズ企業への展開に加え、BPO支援やSaaS連携を通じた中堅中小市場へのスケールも視野に入れ、
製造業におけるデータドリブン経営の実現をより広く支援してまいります。

30秒CM CM特設サイト
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Corporate data

 株 式 の 状 況　　　　　　　　　    �  （2025年９月30日現在）

会社情報

発行可能株式総数 45,000,000株
発行済株式の総数 14,900,000株
株主数 3,563名

 大 株 主 （上位10名）
株　主　名 持株数（千株） 持株比率（％） 

㈱タダ・コーポレーション 5,000 33.55
多田　修人 1,537 10.31
日本マスタートラスト信託銀行㈱(信託口) 1,148 7.70
STATE STREET BANK AND TRUST CLIENT OMNIBUS
ACCOUNT OM02 505002 473 3.17

㈱日本カストディ銀行（信託口） 462 3.10
BNP PARIBAS LUXEMBOURG/2S/JASDEC/FIM/
LUXEMBOURG FUNDS/UCITS ASSETS 451 3.03
光通信ＫＫ投資事業有限責任組合
無限責任組合員光通信㈱ 437 2.93

野村信託銀行㈱（投信口） 419 2.81
多田　尚二 318 2.13
多田　直樹 300 2.01

商 号
設 立 1966年（昭和41年）8月3日
本 社 東京都渋谷区桜丘町31番11号
資 本 金 55億円
代表取締役 執行役員社長　多田　尚二
従業員数 2,584名（連結）
取引銀行 株式会社三菱UFJ銀行

株式会社みずほ銀行
株式会社三井住友銀行
三井住友信託銀行株式会社
株式会社山梨中央銀行

関係会社 NSS株式会社
恩斯達信息技術（北京）有限公司（NSW China Co.,Ltd.）
NSA株式会社

事業拠点 渋谷　山梨　名古屋　大阪　広島　福岡　北九州　台湾

 会 社 の 概 況　　　　　　　　　　　　　  �   （2025年９月30日現在）

 役 員 構 成　　　　　　　　　　　　　　 �     （2025年９月30日現在）

 株 式 分 布 状 況（株式数構成比）

証券会社
161,388株 （1.08%）

その他国内法人
5,019,776株 （33.69%）

個人・その他
4,297,805株 （28.85%）

外国人
3,090,531株 （20.74%）

金融機関
2,330,500株 （15.64%）

所有者別

※ �持株比率は自己株式（623株）を控除して計算しております。

代表取締役　執行役員社長 多田　尚二

取締役　執行役員副社長 阿部　徳之

取締役　執行役員副社長 須賀　　譲

取締役　執行役員専務 竹村　大助

取 締 役（ 社 外 ） 下川原郁子

取締役　監査等委員 佐野　　滋

取締役　監査等委員（社外） 増井　正行

取締役　監査等委員（社外） 石井　尚子

取締役　監査等委員（社外） 山口　美幸

執 行 役 員 専 務 我妻　　誠
執 行 役 員 常 務 三塚　信也
執 行 役 員 常 務 上野　伸二
執 行 役 員 常 務 福田　拓造
執 行 役 員 岡部　晴美
執 行 役 員 大島　幸司
執 行 役 員 佐藤　正芳
執 行 役 員 黒木　和昭
執 行 役 員 一瀬　一也
執 行 役 員 下釜　裕治
執 行 役 員 宇川　祐行
執 行 役 員 道下　知也
執 行 役 員 南　　　修
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当社ホームページでは、株主・投資家の皆さまに対して、企業情報や財務情報をはじめとして、積極的に情報を開示しています。
当社をよりご理解いただくためにも、ぜひご覧ください。

株主 メモ

ＩＲ サイトのご案内

株式に関するお問い合わせ

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで

定時株主総会 ６月下旬開催

基 準 日 定時株主総会・期末配当　　３月31日

中間配当　　　　　　　　　９月30日

株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社
特別口座の
管 理 機 関

三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目４番１号

郵送物送付先 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒168-0063 
東京都杉並区和泉二丁目８番４号

電話照会先 0120-782-031
公告掲載URL https://www.nsw.co.jp/ir/koukoku.html

ただし、電子公告によることができない事故その他
のやむを得ない事由が生じたときには、日本経済新
聞に公告いたします。（ ）

●�配当金の受領方法・振込先
の変更

●届出住所・姓名などの変更

●�単元未満株式の買取・買増
請求

口座を開設されて
いる証券会社まで
お問い合わせくだ
さい。

●特別口座に関する照会

●�郵送物の発送と返戻に関す
る照会

●�支払期間経過後の配当金に
関する照会

●�その他株式事務に関する一
般的な照会

三井住友信託銀行
までお問い合わせ
ください。

株式に関するQ&A

株式情報
https://www.nsw.co.jp/ir/stocks.html

株主通信
https://www.nsw.co.jp/ir/finance/fi_kabunusi.html

決算短信・決算関連資料
https://www.nsw.co.jp/ir/finance/fi_tanshin.html

最新情報
https://www.nsw.co.jp/topics/
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